
導⼊講義
〜やさしい⽇本語の過去・現在〜

(⼀財)⾃治体国際化協会「令和4年度多⽂化共⽣の担い⼿連携促進研修会」第1部
2022年11⽉25⽇(⾦)13:30〜15:30

NPO法人多文化共生マネージャー全国協議会
代表理事 土井 佳彦
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【出典】弘前⼤学社会⾔語学研究室
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【出典】弘前⼤学社会⾔語学研究室
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【出典】弘前⼤学社会⾔語学研究室
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＜NHK＞ ＜朝⽇新聞 withnews＞
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【出典】⽂化庁
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【出典】⽂化庁
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【出典】⽂化庁
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【出典】出⼊国在留管理庁／⽂化庁
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【出典】出⼊国在留管理庁／⽂化庁
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＜調査報告より＞

●歳⼊増加
⼀部税収３％→９％（200万ドル）UP

●電話件数激減・⼈件費削減
問合せ95％減
電話対応係３名を別部署に配置

●市⺠アンケート等回答率UP

【アメリカ合衆国】

1970年代〜Plain English の使⽤を政府が推奨
→2010年： ”Plain Writing Act of 2010ʺ により法的義務化

「定住外国⼈施策ポータルサイト掲載におけるやさしい⽇本語の活⽤に関する
Plain English（平明な英語）についての調査」（2013）

【出典】内閣府定住外国⼈施策推進室
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第２章
１ 普及推進のために解決すべき課題
（１）外国⼈にどのように接すればよいかが

⼗分に認識されていないこと
（２）やさしい⽇本語の特性について⼗分に

認識されていないこと
（３）やさしい⽇本語の必要性・有効性が

⼗分に認識されていないこと

２ 普及推進のための取組の⽅向性
（１）やさしい⽇本語の普及の進め⽅
（２）やさしい⽇本語についての理解の促進
（３）やさしい⽇本語を⾝に付ける機会の確保
（４）相談窓⼝で対応する職員が活⽤できる

参考資料の作成
（５）外国⼈と接する機会の確保
（６）社会全体への普及

【出典】出⼊国在留管理庁・⽂化庁
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【出典】出⼊国在留管理庁・⽂化庁
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【出典】出⼊国在留管理庁
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2022年7⽉（⼀財）⾃治体国際化協会「多⽂化共⽣の担い⼿連携会議」より

＜問題意識＞

関心のある層が固定化してきているのではないか？
→他分野・他部署にも広げたい。

なんのために、どこまで普及していくのか？
→普及の⽬的・⽬標を明確にしていきたい。

普及対象の優先順位は？
→国からは、⾃治体職員の基本的なコミュニケーション⼒の向上を。

“日本人”だけで検討・推進していないか？
→ “外国⼈”の参画、直接のコミュニケーション機会提供が重要。

やさしい日本語は、本当に伝わっているのか？
→検証が必要。

やさしい日本語が、固定化・形骸化されていないか？
→多様な“やさしさ”を

やさしい日本語が、「発信」に限定されていないか？
→受信時のやさしさを⾝につけることも⼤事。

やさしい日本語が、多言語化より優先されていないか？
→内容・場⾯等によるバランスが⼤事 16


